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論文内容の要旨
【目的】 Mycobαcteriumauium -intracellulare comp I ex(MAC)症の患者数は増加傾向にある。特に後天
性免疫不全症候群 (AIDS)患者における地C発症率は高い。しかし、 MAC症におけるM.aviumと M.intra-
cellulareの構成比や感染源に関する研究は少ない。そこで、全国5都市で分離された患者山米MAC株を、
M.αuiumとM.intrαcellulareとに分別・同定し、さらに、これらの分離株の血清型や地域的特異性を解析
しfこ。
【材料と方法】 1)分離菌株と菌揮同定:全国5都市(仙台、前橋、神戸、浜松、熊本)で分離された患
者巾来臥C株を供試菌株とじた。分離株をDNA-DNAhybridization(DDH法)で M.aviumとM.intracellulare 
に同定した。 2)血清型の同定:血清凝集反応と、抗原特異的glycopeplidolipid(GPL)の薄膜クロマト
グラフィー (TI.C)法で供試株の血清型を決定した。 3)M. intrαcellulare熊本株KullのGPLの分子量測定
:ソフトイオン化質量分析法 (PAI:l/MS)を用いて測定した。
【結果15都市における分離株のM.auium : M. intrαcellulαre構成比:仙台ではlOO: 0、前橋26: 16、神
戸37: 12、浜松37: 39、熊本l7: 54であった。都市別分離株の主要血清型:1山台ではscrovar8、4、9、
IO/ll、前橋 4、8、神戸 8、4、浜松 16、4、熊本 16、?であった。 M.inlracellluare熊本株Kull:新血
清型を示し、そのGPLの分子量は1949であった。
【結語】北部の都市(仙台、前橋)で、はserovar4、8を表現したM.aviumが、南部の都市(熊本)では
serovar 16、7を表現した M.inlrαcellulareが多く検出され、また、新血清型も績出された。神戸では
serovar 4、8を表現したM.αviumが多く検出され、北部タイプの分布をホした。浜松ではscrovar16を表
現したM.intracellulareと、 serovar4を表現したM.ωlumがほぼ同数検出された。このように、 MAC症患
者におけるM.(]J)iumとM.intrαcellulareの出現頻度および分離株の血清型に地域格差があった。この格斉
に関する原因を解明することは感染源や経路対策、すなわち、 MAC感染症制圧に答守ーするであろう。
論文審査の結果の要旨
抗酸菌感染症には結核、非結鞍性抗酸菌 (nontuberculousmycobacteria: NTM)症やハンセン病などが
あり、現在でも、多くの感染者や患者が存在している。 NTM感染症患者数は結骸患者の約20%と推定され、
NTM感染症の原凶菌ではMycobacteriumavium -intracellualare comp 1 ex(MAC)が70-80%を占め最も多い。
MACは隈々の抗菌化学療法薬に抵抗性を示し、菌恨絶がほとんど不可能であり、難治性である。従って、
NTM感染症の制圧に感染源や感染経路の解明が重要となるが、その詳細はほとんど不明である。
申請者はNTM感染症の制圧に感染源や感染経路を解明するため、国内5市(仙台、前橋、浜松、神戸、
-76-
熊本)で分離された患者由来MAC(合計338株)の遺伝子型:DNA-DNA hybridization (DH法)および血清
型:血球凝集反応や特異的糖ペプチド脂質(薄層クロマトグラフィー)を解析した。
遺伝子型によるM.ωium: M.intrαcellulare構成比は、仙台では100:0、前橋26:16、浜松37:39、神
戸37: 12、熊本17: 54であり、著明な地域差を認めた。さらに、臨床分離株の主要血清型は、地理的に
北部(仙台、前橋)でserovar4、8を表現した。 M.aviumが、南部(熊本)でserovar16、7を示した M.
inlracellulareが多く検出された。地理的に中間である浜松でserovar16を表現したM.inlrαcellulareと、
serovar 4を表現した M.αviumがほぼ同数検出された。神戸ーではserovar8および4を表現した M.αvium
が多く検出され、北部に類似した菌分布を示した。なお、熊本株Kull(M.intrαcellulare)由来糖ペプチ
ド脂質はソフトイオン化質量解析結果から、分子量:1949であることが判明し、従来のMAC由来糖ペプ
チド脂質と異なり、血清型に関与する新規糖ぺフ.チド脂質であることを明らかにした。
申請者は、遺伝子型および血清型解析から、胤C1感染症におけるM.αuiumとM.inlracellulareの検出頻度
および臨床分離株の血清型に地域差が存在することを明らかにした。これらの知見は感染源や感染経路が
不明であるMAC感染症における感染源や感染経路の解明に重要な糸口を提供している。よって、申請者
は博士(医学)の学位を綬与されるに値すると判定される。
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